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　川井大橋の下流で、JR東日本と魚沼漁業協同組
合の主催によるサケの稚魚放流が行われました。
　放流された稚魚は日本海へ出て、オホーツク海
などで過ごし、3～4年後に信濃川に戻って来るそ
うです。子どもたちは「がんばれー！」と声を掛
けながら、優しく稚魚を放流していました。

大きくなって戻ってきてね！大きくなって戻ってきてね！
●今月の主な内容

【特集】新病院が間もなく開院！   2 ～ 5
路線バスの運行経路が変わります   6 ～ 7
信濃川河岸段丘ウォーク   8
谷高・西高写真部合同写真展   9
臨時福祉給付金のお知らせ   14
ペットボトルラベルについて   14
お知らせ・検診日程   16 ～ 17



―　2

J
A
新
潟
厚
生
連

小
千
谷
総
合
病
院
が
間
も
な
く
開
院
！

　

J
A
新
潟
厚
生
連
魚
沼
病
院
と
公
益
財
団
法
人
小
千
谷
総
合
病
院
が
統
合
し
、

「
J
A
新
潟
厚
生
連
小
千
谷
総
合
病
院
」
が
、
4
月
1
日
に
開
院
す
る
予
定
で
す
。

　

魚
沼
病
院
・
小
千
谷
総
合
病
院
と
も
に
医
師
不
足
・
施
設
の
老
朽
化
な
ど
の

課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
両
病
院
を
統
合
再
編
し
た
新
病
院
は
、
周
辺
医
療

機
関
と
連
携
し
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
将
来
に
渡
っ
て
安
定
的
に
医
療
を

提
供
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
報
で
は
、
新
病
院
の
診
療
体
制
や
施
設
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
▽
魚
沼
病
院
☎
83
・
2
8
7
0
▽
病
院
連
携
室
（
健
康
セ
ン

タ
ー
内
）
☎
83
・
3
6
4
0

〇
新
病
院
概
要

■
正
式
病
院
名
／
新
潟
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
小
千
谷
総
合
病
院

■
開
院
予
定
日
／
4
月
1
日
㈯

※
通
常
の
外
来
診
療
は
4
月
5
日
㈬
か
ら
と
な
り
ま
す
。（
4
ペ
ー
ジ
参
照
）

■
住
所
／
〶
9
4
7
‐
8
7
0
1
小
千
谷
市
大
字
平
沢
新
田
1
1
1
番
地
（
イ

オ
ン
小
千
谷
店
北
側
）

■
電
話
番
号
／
☎
81
・
1
6
0
0
（
4
月
1
日
㈯
か
ら
通
話
可
能
と
な
り
ま
す
）

〇
市
民
向
け
内
覧
会
の
お
知
ら
せ

■
日
時
／
3
月
18
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
1
時
30
分

■
申
込
不
要
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新
病
院
統
合
年
表

平
成
20
年
10
月
31
日
「
地
域
医
療
の
あ
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
」
開
催

両
病
院
の
統
合
に
つ
い
て
話
し
合
い
の
場
を
持
つ
こ
と
を

決
定

平
成
21
年

3
月
4
日
「
財
団
法
人
小
千
谷
総
合
病
院
・
新
潟
県
厚
生
農
業
協
同

組
合
連
合
会
魚
沼
病
院
統
合
協
議
会
」
を
設
立

10
月
15
日
「
第
2
回
病
院
統
合
協
議
会
」
開
催

「
財
団
法
人
小
千
谷
総
合
病
院
・
厚
生
連
魚
沼
病
院
統
合

再
編
整
備
基
本
構
想
」（
中
間
報
告
）
を
策
定
・
発
表

平
成
24
年

8
月
30
日
「
第
3
回
病
院
統
合
協
議
会
」
開
催

「
財
団
法
人
小
千
谷
総
合
病
院
・
厚
生
連
魚
沼
病
院
統
合

再
編
整
備
基
本
構
想
」（
最
終
報
告
）
を
策
定
・
発
表

10
月
26
日

「
魚
沼
病
院
・
小
千
谷
総
合
病
院
統
合
新
病
院
整
備
計
画

検
討
委
員
会
」
を
設
置

新
病
院
の
建
設
候
補
地
や
整
備
計
画
（
案
）
の
検
討
と

策
定

12
月
7
日
新
病
院
建
設
候
補
地
を
イ
オ
ン
小
千
谷
店
北
側
と
発
表

平
成
25
年
7
月
30
日
病
院
統
合
に
係
る
「
統
合
確
認
書
」
を
締
結

8
月
30
日
新
病
院
の
名
称
を
「
J
A
新
潟
厚
生
連
小
千
谷
総
合
病

院
」
と
す
る
こ
と
を
発
表

平
成
26
年
11
月
13
日
同
病
院
起
工
式

平
成
29
年
1
月
15
日
同
病
院
竣
工

4
月
1
日
同
病
院
開
院
予
定

開院までに長い道のりがあったんだね～！

　

新
病
院
に
は
産
婦
人
科
医
が
3
人
い
ま
す
。
県
内
の

同
じ
ク
ラ
ス
の
病
院
で
産
婦
人
科
医
が
足
り
ず
、
お
産

が
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
話
を
耳
に
し
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
ら
れ
る
環
境
は
、

ま
ち
の
発
展
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
で
す
。
新
病
院
は

そ
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

新
病
院
っ
て
ど
ん
な
病
院
？

JA新潟厚生連
小千谷総合病院

病院長 髙橋 達 さん

　

産
婦
人
科
医
を

　

産
婦
人
科
医
を
33
人
確
保

人
確
保

　

こ
れ
ま
で
非
常
勤
医
が
担
当
し
て
い
た
耳
鼻
咽
喉
科

に
常
勤
医
が
赴
任
し
、
手
術
を
含
め
た
常
勤
診
療
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

耳
鼻
咽
喉
科
に
常
勤
医
が
赴
任

　

耳
鼻
咽
喉
科
に
常
勤
医
が
赴
任

新
病
院
長
に

新
病
院
長
に

聞
き
ま
し
た

聞
き
ま
し
た
！！

　

糖
尿
病
の
方
が
増
え
て
い
る
の
で
、
内
分
泌
・
代
謝

内
科
や
人
工
透
析
内
科
を
設
置
し
、
運
動
療
法
室
も
併

設
し
て
、
糖
尿
病
に
対
応
し
た
施
設
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

　

糖
尿
病
へ
の
対
応
を
充
実

　

糖
尿
病
へ
の
対
応
を
充
実

　

急
を
要
す
る
高
度
で
専
門
的
な
治
療
に
つ
い
て
は
、

長
岡
中
央
綜
合
病
院
な
ど
の
大
き
な
病
院
で
処
置
を
受

け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
設
置

　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
設
置

　

新
病
院
で
は
、
そ
う
い
っ
た
治
療
を
終
え
た
方
が
自

宅
や
介
護
施
設
に
戻
る
前
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
た
り
、

在
宅
で
医
療
や
介
護
を
受
け
て
い
る
方
が
地
域
の
診
療

所
で
対
応
で
き
る
範
囲
を
超
え
た
場
合
の
受
け
皿
と
な

る
、「
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
」
を
設
置
し
ま
す
。
大
病
院

と
診
療
所
と
の
間
に
立
つ
病
院
と
し
て
の
役
割
を
担
い

ま
す
。

　

地
域
の
身
近
な
医
療
機
関
と
し
て
、
積
極
的
に
受
診

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

　

新
病
院
で
は
対
応
の
難
し
い
高
度
で
専
門
的
な
医
療

に
つ
い
て
は
、
長
岡
中
央
綜
合
病
院
・
長
岡
赤
十
字
病

院
・
立
川
綜
合
病
院
の
3
つ
の
大
病
院
と
連
携
す
る
こ

と
で
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
病
院
「
J
A
新
潟
厚
生
連
小
千
谷
総
合
病
院
」
を

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
へ

　

地
域
の
み
な
さ
ん
へ



　
　

受
診
に
つ
い
て

　

予
約
の
場
合
も
含
め
、
外
来
診
療
、
検
査
を
受

け
る
方
な
ど
す
べ
て
の
方
の
受
付
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

施設内容
■病床数／300床
■診療科／25診療科

内科 内分泌・代謝内科 外科 脳神経外科 耳鼻咽喉科

消化器内科 人工透析内科 乳腺外科 皮膚科 放射線科

呼吸器内科 神経内科 呼吸器外科 泌尿器科 麻酔科

循環器内科 心療内科 心臓血管外科 産婦人科 リハビリテーション科

血液内科 小児科 整形外科 眼科 総合診療科

■駐車場／収容台数900台

　
　

現
行
病
院
で
の
診
療
に
つ
い
て

魚
沼
病
院

3
月
30
日
㈭
午
前
で
外
来
診
療
を

終
了
し
ま
す

現
小
千
谷

総
合
病
院

3
月
28
日
㈫
午
前
で
外
来
診
療
を

終
了
し
ま
す

―　―　44

　

新
病
院
が
開
院
し
ま
す
と
、
周
辺
道

路
が
渋
滞
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

車
で
お
越
し
の
方
は
運
転
に
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
　

新
病
院
の
診
療
体
制
に
つ
い
て

通
常
の
外
来
診
療
／
4
月
5
日
㈬
〜

※
新
患
の
方
は
4
月
4
日
㈫
午
前
8
時
〜
11
時
30

 

分
の
間
で
受
け
付
け
ま
す
が
、
休
診
の
診
療
科

　

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

救
急
診
療
／
4
月
1
日
㈯
〜
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各階の配置
6階 6階東病棟（50床）

ナース
ステーション

6階西病棟（51床）

5階 5階東病棟（50床）
ナース

ステーション
5階西病棟（50床）

4階 4階東病棟（50床） 分娩
ナース

ステーション
4階西病棟（49床）

3階 医局 手術室 事務管理室

2階 人工透析室 リハビリテーション 健診センター 外来診察室 講堂

1階 受付・薬局 売店・
理容

放射線
CT／MRI

エントランスホール 外来診察室 内視鏡 検査

※その他、別棟としてエネルギー棟、車庫などを配置しています。

　
　

診
察
券
に
つ
い
て

　

開
院
時
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
魚
沼
病
院
と

現
小
千
谷
総
合
病
院
の
ど
ち
ら
か
に
平
成
28
年
10

月
〜
12
月
の
間
に
受
診
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

新
病
院
の
診
察
券
を
作
成
し
、
2
月
20
日
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
病
院
で
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

　

魚
沼
病
院
の
診
察
券

は
新
病
院
の
再
来
受
付

機
で
使
用
で
き
ま
す
が
、

現
小
千
谷
総
合
病
院
の

診
察
券
は
ご
使
用
で
き

ま
せ
ん
。
新
病
院
正
面

受
付
窓
口
で
受
付
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

患
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設

　
　

置
し
ま
す

　

患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
受
診
、
療
養
生
活
や
社

会
復
帰
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応

じ
て
地
域
医
療
機
関
、
施
設
、
行
政
と
連
携
し
て

調
整
を
行
う
「
患
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
ま
す
。

　
　

お
薬
の
処
方
に
つ
い
て

　

新
病
院
で
は
院
内
・
院
外
ど
ち
ら
の
処
方
に
も

対
応
し
ま
す
が
、
申
し
出
が
な
い
場
合
は
、
院
内

処
方
に
よ
る
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

し
て
い
ま
す
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　4月1日㈯に路線バスの運行経路
と運行時刻が変わります。
　運行経路や時刻の詳細は、折込の
公共交通マップをご覧いただくか、
各運行事業者へお問い合わせください。

●新病院乗り入れ路線
以下の路線が新たに新病院へ乗り入れます。

路線名 運行事業者名

十日町＝小千谷＝長岡駅前線
(一部の便のみ)

越後交通㈱
小千谷車庫前＝小粟田・片貝経由＝
長岡駅前線（早朝・夜間の便は除く）

小千谷＝川口＝小出線 南越後観光バス㈱

小千谷＝川西＝十日町線

北越後観光バス㈱

小千谷＝川井＝南小中学校線

小千谷＝小国線

小千谷＝浦柄＝岩間木＝塩谷線

循環バス

池の平線乗合タクシー 小千谷タクシー㈱ま
たは中央タクシー㈱北山線乗合タクシー

※小千谷車庫前＝坪野・片貝経由＝長岡駅前線（越後
　交通㈱）は新病院へ乗り入れませんが、市役所前経
　由に変更となります。
※小千谷インター＝長岡駅前線（越後交通㈱）と、小
　千谷車庫前＝三仏生＝長岡駅前線（越後交通㈱）は、
　新病院には乗り入れず経路の変更はありません。

　JA新潟厚生連小千谷総合病院バス停は
4月1日㈯・2日㈰は休止となり、4月3日㈪
から乗降開始となります。

●乗合タクシー
　3月31日㈮でバス路線「小千谷＝吉谷＝若栃線」
が廃止となり、代替交通として「北山線乗合タクシ
ー」が若栃＝吉谷＝新病院まで延伸して運行します。
　また、現在運行中の「池の平線乗合タクシー」も
新病院まで延伸して運行します。
※予約方法などの詳細は、折込の公共交通マップを
　ご覧ください。
※バス路線「小千谷＝吉谷＝若栃線」の廃止に伴い、
　バス停「上ノ山4丁目」は廃止となります。

各運行事業者問い合わせ
●越後交通㈱小千谷営業所☎83-2442
●南越後観光バス㈱小出営業所☎025-792-8114
●北越後観光バス㈱小千谷営業所☎83-5590
●小千谷タクシー㈱☎82-2121
●中央タクシー㈱☎82-4345

新病院開院に合わせ、新病院開院に合わせ、

路線バス路線バスのの運行経路運行経路がが変わります変わります

■問い合わせ／地域振興課☎83-3556



西高校入口

津山

木津
上村

若葉2丁目

東栄2丁目
東栄1丁目
※内回りのみ

若葉1丁目

若葉3丁目
ちぢみの里

木津下町

市営住宅入口

山本山高原入口

小千谷車庫前

小千谷駅角
小千谷駅前

総合体育館前

サンラックおぢや
本町東

信濃町

元中子

西中

本町中央

市役所前

小千谷
総合病院 イオン小千谷

ショピングセンター前

城内2丁目

サンプラザ前

城内4丁目

総合体育館入口

JA新潟厚生連

7　―　市報おぢや3月号

内回り内回り

外回り外回り

栄2丁目 小千谷車庫前

小千谷駅角
小千谷駅前

東

循環バス運行図

■運行開始日／4月1日㈯
※JA新潟厚生連小千谷総合病院バス停は4月1日
　㈯・2日㈰は休止となります。
■運行事業者／北越後観光バス㈱
■便数／1日6便×内外回り（計12便）
■運賃の一例／新病院⇔本町中央…………170円
　　　　　　　新病院⇔ちぢみの里………220円

循環バスがスタートします！

　病院や診療所、公共施設などをつなぎ、公共交
通の空白地域を解消するため、「ちぢみの里＝サ
ンラックおぢや線」を延伸し、循環バスとして新
たに運行を開始します。

運行ダイヤ運行ダイヤ
JA新潟厚生連小千谷総合病院発着（1周約50分）

内回り内回り
新病院→若葉→ちぢみの里
→小千谷駅→本町→新病院

外回り外回り
新病院→本町→小千谷駅→
ちぢみの里→若葉→新病院

  8：30発　⇒　  9：20着   7：30発　⇒　  8：20着
  9：30発　⇒　10：20着   9：00発　⇒　  9：50着
11：00発　⇒　11：50着 10：00発　⇒　10：50着
13：00発　⇒　13：50着 12：00発　⇒　12：50着
15：00発　⇒　15：50着 14：00発　⇒　14：50着
17：00発　⇒　17：50着 16：00発　⇒　16：50着

北越後観光バス㈱
小千谷営業所長 
新保 竹行 さん

循
環
バ
ス
運
行
事
業
者

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

小
千
谷
大
橋

小
千
谷
大
橋

山
本
山
大
橋

山
本
山
大
橋

旭橋旭橋

小千谷
I.C

山谷PA山谷PA

西高校

若葉1丁

総合体育館前

サンラックおぢや

総合体育

小千谷小千谷

　

こ
の
バ
ス
は
、
小
千
谷
市
初

の
循
環
バ
ス
と
し
て
、
新
病
院

を
起
点
に
西
地
区
と
東
地
区
の

主
要
施
設
を
結
ん
で
運
行
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
バ
ス
が
運
行
し
て

い
な
か
っ
た
若
葉
・
西
中
・
信

濃
町
・
元
中
子
に
新
た
に
停
留

所
を
設
け
、
新
病
院
な
ど
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

通
勤
や
通
学
で
の
利
用
は
も

ち
ろ
ん
、
体
育
館
で
汗
を
流
し

た
後
に
バ
ス
で
ち
ぢ
み
の
里
へ

行
き
、
温
泉
に
浸
か
る
と
い
っ

た
利
用
も
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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■コース・参加料など

コース
・距離 出発場所 受付時間 出発時刻 ゴール時間 ゴール場所 参加料

津南50㎞ JR津南駅前町営
駐車場

午前5時30分
～6時

午前6時30分

午後5時30分
まで

サンプラザ

大人2,000円
（当日2,600円）
中学生以下1,500円
（当日1,900円）

川西25㎞ 千手中央コミュ
ニティセンター

午前9時
～9時30分

午前10時

大人1,500円
（当日2,100円）
中学生以下1,000円
（当日1,400円）津南23㎞ JR津南駅前

町営駐車場 十日町市
キナーレ

中里15㎞ 十日町市
中里体育館

午後3時まで 大人1,000円
（当日1,600円）
中学生以下500円
（当日900円）小千谷12㎞ 小千谷市

総合体育館
午後4時まで サンプラザ

第30回

■
期
日
／4
月
29
日
㈷

■
申
込
方
法
／
4
月
17
日
㈪
午
後
5

時
ま
で
に
要
項
添
付
の
払
込
取
扱
票

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
料
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
郵
便
振
替
・
郵
送

に
よ
る
申
し
込
み
は
、
4
月
10
日
㈪

締
切
で
す
。
詳
細
は
、
要
項
ま
た
は

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Shttp://www.

skd-walk.com

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
込
窓
口
・
要
項
設
置
場
所
／
▽

信
濃
川
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委

員
会
事
務
局
（
総
合
体
育
館
内
）
▽

市
民
会
館
▽
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
▽
片
貝

総
合
セ
ン
タ
ー

※
大
会
当
日
も
参
加
申
込
を
受
け
付

　
け
ま
す
が
、
当
日
料
金
と
な
り
ま
す
。

※
当
日
不
参
加
と
な
っ
た
場
合
で
も
、

　

参
加
料
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
／
信
濃
川
河
岸
段
丘

ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会
事
務
局
（
総

合
体
育
館
内
）
☎
83
・
0
0
7
7

信
濃
川
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク

　

新
緑
の
美
し
い
河
岸
段
丘
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
コ
ー
ス
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
12
㎞
か
ら

50
㎞
ま
で
5
つ
の
コ
ー
ス
か
ら
選
べ
ま
す
。

■
そ
の
他

▽
雨
天
で
も
開
催
し
ま
す
。

▽
津
南
50
㎞
・
川
西
25
㎞
・
津
南
23
㎞
・
中
里
15
㎞
コ
ー
ス
の

　

出
発
時
間
に
合
わ
せ
て
臨
時
バ
ス
（
有
料
）
を
運
行
し
ま
す
。

　

運
賃
は
コ
ー
ス
、
乗
車
場
所
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
小
千
谷
12
㎞
コ
ー
ス
は
、
小
千
谷
駅
か
ら
総
合
体
育
館
ま
で

　

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
（
有
料
）
を
運
行
し
ま
す
。
大
会
当
日
、
大

　

人
2
0
0
円
、
中
学
生
以
下
1
0
0
円
を
乗
車
時
に
お
支
払

　

い
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ゴ
ー
ル
会
場
か
ら
小
千
谷
駅
、
総
合

　

体
育
館
行
き
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
無
料
で
ご
乗
車
い
た
だ
け

　

ま
す
。

▽
参
加
賞
、
完
歩
賞
、
豚
汁
・
ド
リ
ン
ク
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

　

お
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。

▽
ゴ
ー
ル
後
、
小
千
谷
市
で
は
「
錦
鯉
の
里
」
を
無
料
見
学
で
き

　

ま
す
。

▽
ゼ
ッ
ケ
ン
提
示
で
「
湯
ど
こ
ろ
ち
ぢ
み
の
里
」
に
大
人
7
0

　

0
円
・
小
学
生
以
下
3
0
0
円
（
通
常
料
金
よ
り
2
0
0
円

　

引
き
）
で
入
館
で
き
ま
す
。
ま
た
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
か
ら
ち
ぢ

　

み
の
里
ま
で
送
迎
バ
ス
が
出
ま
す
。
十
日
町
市
ゴ
ー
ル
場
所

　

で
は
、「
キ
ナ
ー
レ
明
石
の
湯
（
十
日
町
市
）」
の
入
浴
券
（
2

　

0
0
円
）
を
販
売
し
ま
す
。

▽
第
30
回
開
催
を
記
念
し
て
、
小
千
谷
市
と
十
日
町
市
の
ゴ
ー

　

ル
場
所
に
て
、
お
楽
し
み
抽
選
会
を
実
施
し
ま
す
。



小千谷市公民館創設70周年記念事業

小千谷高校・小千谷西高校写真部合同写真展

　オープニングイベント　　■期日／3月25日㈯

時間 会場 内容

午前10時 市民会館大ホール オープニングセレモニー　
▷書道パフォーマンス（小千谷西高校書道部）

午前10時45分 市民会館ホワイエ ギャラリートーク　
▷小倉快子さん（BOOKS f3店主）×高校生

　市内高校2校による合同写真展です。高校生の“今”を切り取った作品をぜひご覧ください。
　初日はオープニングイベントも開催します。

■展示期間／3月25日㈯～31日㈮
■展示会場／市民会館1階ホワイエ
■問い合わせ／生涯学習スポーツ課公民館係（市民会館内）
　☎82-9111N82-9112Qculture@city.ojiya.niigata.jp

ゲスト紹介

　小倉 快子さん
　新潟市の沼垂にある、写真集
を中心に新刊と古書をセレクト
した本屋「BOOKS f3」を経営。
本屋、ギャラリー、カフェの三
本柱で地域に根差した場所を目
指す。店舗内で定期的に展示や
イベントなども開催。
■住所／新潟市中央区沼垂東2
　丁目1-17

99　―　市報おぢや3月号　―　市報おぢや3月号

写真
ルポ おぢや風船一揆おぢや風船一揆
　2月25日㈯・26日㈰に第41回おぢや風船一揆が開催され、二日間を通して23,700人が
会場を訪れました。
　雪原イベントの会場となった信濃川河川公園では、うまいもの広場やグローバルーンな
ど多彩なイベントで賑わっていました。西中会場では天候不良のため一部の熱気球競技フ
ライトが中止となりましたが、25日の午後には貴重な晴れ間が見られ、40機の熱気球が
小千谷の空へ舞い上がりました。

△グローバルーンフェスティバル△グローバルーンフェスティバル

△子ども向け宝探し△子ども向け宝探し

△スノーチューブ△スノーチューブ
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有
料
広
告
掲
載
欄
で
す

有
料
広
告
掲
載
欄
で
す

ま
ち
の
話
題
 RUPO&NEW

S

　

真
人
町
で
毎
年
恒
例
の
「
ザ
・
か
ま
く
ら
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
東
京
都
墨
田
区
立
第
4
吾あ

ず
ま嬬
小
学
校
か
ら
児
童
・
保
護
者
43

人
が
は
る
ば
る
小
千
谷
を
訪

れ
、
会
場
は
約
1
3
0
人
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

餅
つ
き
や
福
餅
ま
き
、
さ

い
の
神
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
、
来
場
者
は
つ
き
た

て
の
お
餅
を
か
ま
く
ら
の
中

で
食
べ
た
り
、
雪
山
の
滑
り

台
で
遊
ん
だ
り
し
て
、
真
人

の
冬
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

海
外
へ
向
け
て
魅
力
を
発
信
！

大
き
な
雪
山
、
楽
し
い
ね

柔
ら
か
な
光
に
包
ま
れ
て

／ 2　 11／ 2　 11

　

市
の
魚
「
錦
鯉
」
の
人
気
は
近
年
ベ
ト
ナ
ム
で
も
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、

ベ
ト
ナ
ム
で
行
わ
れ
る
日
本
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
店
し
好
評
を
得

て
い
ま
す
。
市
は
、
錦
鯉
の
さ
ら
な
る
販
路
拡
大
を
目
指
す
た
め
に
、
在

日
ベ
ト
ナ
ム
大
使
館
の
グ
エ
ン
・
チ
ュ
オ
ン
・
ソ
ン
公
使
夫
妻
と
現
地
の

バ
イ
ヤ
ー
ら
を
市
内
の
養
鯉
関
係
施
設
に
招
待
し
ま
し
た
。

　

施
設
を
案
内
さ
れ
た
現
地
バ
イ
ヤ
ー
た
ち
は
、
生
け
す
を
泳
ぐ
錦
鯉
を

写
真
に
収
め
た
り
、
錦
鯉
の
育
て
方
に
つ
い
て
生
産
者
に
質
問
し
た
り
と

熱
心
に
錦
鯉
に
つ
い
て
学
び
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

　

山
谷
・
坪
野
ほ
ん
や
ら
洞
ま
つ

り
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
雪
原
に
は
た
く
さ
ん
の
ほ

ん
や
ら
洞
（
か
ま
く
ら
）
に
ろ
う

そ
く
が
灯
さ
れ
、
柔
ら
か
い
光
が

幻
想
的
な
風
景
を
作
り
だ
し
て
い

ま
し
た
。

　

長
岡
市
か
ら
訪
れ
た
女
性
は
、

「
ほ
ん
や
ら
洞
の
優
し
い
光
に
癒

さ
れ
ま
し
た
。
出
店
で
い
た
だ
い

た
甘
酒
に
身
も
心
も
温
ま
り
ま
す
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

／ 2　 12
     ・

　 13
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有
料
広
告
掲
載
欄
で
す

有
料
広
告
掲
載
欄
で
す

深
め
よ
う
、
友
だ
ち
の
輪

　

サ
ン
ラ
ッ
ク
お
ぢ
や
で
「
国
際

交
流
の
会
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
・
パ

ー
テ
ィ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
今
年

は
日
本
を
含
め
た
11
か
国
約
1
3

0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
に

は
、
外
国
の
料
理
が
ず
ら
り
と
並

べ
ら
れ
、
日
本
の
三
味
線
や
よ
さ

こ
い
の
ほ
か
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

ダ
ン
ス
や
キ
ル
ギ
ス
の
民
族
楽
器

の
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
「
こ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
て
ま
す
ま
す
交
流
が
深
ま
る

と
い
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
し
た
。

／ 2　 26

まちの話題 RUPO&NEWS

絵
紙
の
文
化
を
肌
で
感
じ
て

　

小
千
谷
に
残
る
独
特
の
ひ
な
ま

つ
り
の
風
習
を
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
、
今
年
も
小
千
谷
絵
紙
保
存

会
を
中
心
に
「
小
千
谷
の
ひ
い
な

祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
の
和
順
会
館
を
は

じ
め
、
平
成
・
本
町
18
会
場
に
お

雛
様
と
絵
紙
（
浮
世
絵
）
が
飾
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
初
め
て

の
取
組
と
し
て
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
2

階
「
匠
之
座
」
で
小
千
谷
縮
と
絵

紙
の
展
示
が
3
月
20
日
㈷
ま
で
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

今
日
は
楽
し
い
ひ
な
ま
つ
り
♪

冬
の
風
物
詩
、
鮮
や
か
に

／ 2　 20／ 2　 25
　

高
梨
保
育
園
の
園
児
5
人
が
、

ひ
な
人
形
と
手
作
り
し
た
ひ
な
飾

り
を
お
遊
戯
室
に
飾
り
ま
し
た
。

　

飾
り
つ
け
を
終
え
た
ひ
な
壇
を

眺
め
る
園
児
た
ち
は
、「
き
れ
い

だ
ね
」
と
目
を
輝
か
せ
、
嬉
し
そ

う
で
し
た
。
そ
の
後
、
覚
え
始
め

た
ば
か
り
の
「
う
れ
し
い
ひ
な
ま

つ
り
」
を
、
み
ん
な
で
元
気
に
歌

い
ま
し
た
。

　

手
作
り
し
た
ひ
な
飾
り
は
、
3

月
3
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
持
ち

帰
っ
た
そ
う
で
す
。

　

昨
年
7
月
に
開
講
し
た
小
千
谷
縮

製
作
体
験
講
座
の
第
6
回
目
と
し
て
、

18
人
の
受
講
生
が
雪
さ
ら
し
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

雪
さ
ら
し
は
、
縮
を
雪
上
に
敷
い

て
日
光
に
さ
ら
す
こ
と
で
、
反
物
の

色
を
よ
り
鮮
や
か
に
す
る
た
め
の
昔

な
が
ら
の
作
業
で
、
受
講
生
は
2
人

1
組
に
な
っ
て
慎
重
に
並
べ
て
い
ま

し
た
。
雪
上
に
さ
ら
し
終
わ
る
と
、

受
講
生
は
そ
の
鮮
や
か
な
光
景
に
心

を
奪
わ
れ
た
様
子
で
、
自
分
が
敷
い

た
縮
を
写
真
に
収
め
て
い
ま
し
た
。

／

／

 2
　 25

 3
　　5

　 ～
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■■会場／おぢやクラインガルテンふれあいの里会場／おぢやクラインガルテンふれあいの里
■■申込・問い合わせ申込・問い合わせ
▷おぢやクラインガルテンふれあいの里▷おぢやクラインガルテンふれあいの里☎☎83-1722（83-1722（NN兼用）兼用）
▷地域振興課地域振興係▷地域振興課地域振興係☎☎83-355683-3556

おぢやクラインガルテン　　　　　おぢやクラインガルテン　　　　　
ふれあいの里ふれあいの里  で栽培を楽しみませんか？で栽培を楽しみませんか？

～農園利用者、教室参加者、ボランティア募集～～農園利用者、教室参加者、ボランティア募集～

日
帰
り
型
農
園

日
帰
り
型
農
園

　

自
分
で
作
っ
た
、
安
全
・
新
鮮
な
野
菜
を
食
べ

る
生
活
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
家
庭
菜
園
を
始

め
た
い
方
、
野
菜
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方
は
日

帰
り
型
農
園
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
道
具
は
貸
出

無
料
！
手
ぶ
ら
で
農
業
が
で
き
、
専
門
の
指
導
員

が
親
切
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る
の
で
初
心
者
で
も

安
心
で
す
。

○
日
帰
り
型
農
園
の
概
要

■
面
積
／
1
区
画
：
50
㎡

■
年
間
利
用
料
／
1
区
画
：
9
6
0
0
円

■
そ
の
他

▽
く
わ
、
か
ま
、
じ
ょ
う
ろ
な
ど
の
農
機
具
を
無

　

料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

▽
野
菜
の
苗
や
肥
料
の
斡
旋
な
ど
も
行
い
ま
す
の

　

で
、
作
業
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
い
た
だ
け

　

れ
ば
野
菜
づ
く
り
を
始
め
ら
れ
ま
す
。

土
づ
く
り
教
室

土
づ
く
り
教
室

　

畑
仕
事
を
始
め
る
前
に
基
本
の
土
づ
く
り
を
学

び
、
お
い
し
く
安
全
な
野
菜
づ
く
り
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
日
時
／
4
月
8
日
㈯
午
前
10
時
〜

■
対
象
／
野
菜
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方
、
野
菜

づ
く
り
を
始
め
て
み
た
い
方

■
定
員
／
20
人
程
度
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

■
参
加
無
料

■
持
ち
物
／
筆
記
用
具

■
申
込
締
切
／
4
月
1
日
㈯

ら
く
ら
く
野
菜
づ
く
り
教
室　
　

ら
く
ら
く
野
菜
づ
く
り
教
室　
　

「
夏
野
菜
コ
ー
ス
」

「
夏
野
菜
コ
ー
ス
」

　

自
然
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
農
作
物
を
育
て
収
穫

す
る
喜
び
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
野
菜
づ
く

り
に
興
味
の
あ
る
方
、
畑
の
土
づ
く
り
か
ら
苗
植

え
、
管
理
、
収
穫
ま
で
一
連
の
作
業
を
学
び
な
が

ら
、
お
い
し
い
夏
野
菜
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
・
内
容
／
い
ず
れ
も
日
曜
日
、
午
前
8
時

30
分
〜
10
時
30
分

▽
4
月
16
日
：
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

▽
5
月
7
日
：
土
づ
く
り
な
ど

▽
5
月
14
日
：
苗
植
え
、
シ
バ
づ
く
り
な
ど

▽
5
月
21
日
：
除
草
な
ど

▽
6
月
18
日
：
収
穫
な
ど

▽
7
月
2
日
：
収
穫
な
ど

■
対
象
／
野
菜
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方
、
野
菜

づ
く
り
を
始
め
て
み
た
い
方

■
定
員
／
20
人
程
度
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

■
作
付
け
野
菜
／
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、

と
う
も
ろ
こ
し
、
枝
豆

■
参
加
料
／
6
0
0
0
円
（
苗
代
ほ
か
）

■
服
装
・
持
ち
物
／
作
業
の
で
き
る
服
装
、
長
靴
、

軍
手
（
農
機
具
は
貸
し
出
し
ま
す
）

■
申
込
締
切
／
4
月
9
日
㈰

バ
ラ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ラ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

ふ
れ
あ
い
の
里
に
は
、
1
5
0
株
の
バ
ラ
が
咲

き
誇
る
バ
ラ
園
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
手
入
れ
を
お

手
伝
い
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
バ
ラ
に
つ
い
て
少
し
ず
つ
学
び
な

が
ら
、
バ
ラ
園
の
作
業
を
一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
。

興
味
の
あ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
初
め
て
の
方
に
も

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

■
日
時
・
内
容
／
4
月
9
日
㈰
以
降
の
毎
週
日
曜

日
、
午
前
8
時
〜
10
時
（
都
合
の
つ
く
日
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
）

※
4
月
9
日
㈰
は
、
午
前
8
時
30
分
か
ら
開
始
し

　

ま
す
。　

■
服
装
・
持
ち
物
／
作
業
の

で
き
る
服
装
、
軍
手
、
雨
具

な
ど
（
剪
定
は
さ
み
、
革
手

袋
が
あ
る
と
便
利
で
す
）

ハ
ー
ブ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ハ
ー
ブ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

ハ
ー
ブ
に
興
味
の
あ
る
方
、
育
て
て
み
た
い
方
、

ハ
ー
ブ
に
関
わ
る
作
業
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
収
穫
し
た
ハ
ー
ブ
で
小
物
作

り
な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

作
業
だ
け
で
な
く
、
毎
回
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
も
楽

し
め
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
内
容
／
4
月
19
日
㈬
以
降
の
第
３
水
曜

日
、
午
前
9
時
〜
11
時
（
年
に
6
〜
7
回
程
度
。

都
合
の
つ
く
日
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

※
4
月
19
日
㈬
は
、
午
前
9
時
30
分
か
ら
開
始
。

　

打
ち
合
わ
せ
会
終
了
後
作
業
に
入
り
ま
す
。

■
服
装
・
持
ち
物
／
作
業
の
で
き
る
服
装
、
ゴ
ム

手
袋
、
雨
具
な
ど

各
種
教
室
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
申
込

各
種
教
室
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
申
込

　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
参
加
す
る
方
の
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
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引
っ
越
し
な
ど
で
、
ガ
ス
・
水
道
の
使
用
を
中
止
ま
た
は
開
始
す
る
と
き
は
、
事
前

に
ガ
ス
水
道
局
へ
の
連
絡
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
と
て
も
混
み
合
い
ま
す
。
直
前
の
連
絡
で
は
ご
希
望
に
添
え
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
日
程
が
決
ま
り
次
第
、
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
使
用
を
中
止
す
る
と
き

▽
ガ
ス
・
水
道
の
中
止
は
、
メ
ー
タ
ー
が
屋
外
に
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
立
ち
会

　

い
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
メ
ー
タ
ー
が
屋
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
お
客

　

さ
ま
の
立
ち
会
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▽
使
用
の
中
止
に
は
、
中
止
ま
で
に
使
用
し
た
ガ
ス
、
水
道
、
下
水
道
の
使
用
料
の
ほ

　

か
に
、
水
道
閉
栓
手
数
料
5
0
0
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
精
算
方
法
に
つ
い
て
は
、

　

受
付
時
に
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
使
用
を
開
始
す
る
と
き

▽
ガ
ス
の
使
用
開
始
に
は
、
立
ち
会
い
が
必
要
で
す
。
法
令
で
定
め
ら
れ
た
点
検
が
あ

　

り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
本
人
か
ご
家
族
、
ま
た
は
家
主
の
方
の
立
ち
会
い
を
お
願
い

　

し
ま
す
。
立
ち
会
い
に
要
す
る
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。

▽
水
道
の
み
の
使
用
開
始
の
場
合
、
メ
ー
タ
ー
が
屋
外
に
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
立
ち
会

　

い
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
水
道
の
使
用
開
始
に
は
、
開
栓
手
数
料
5
0
0
円
が
必

　

要
と
な
り
ま
す
。
後
日
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
下
水
道
の
使
用
中
止
・
開
始
に
つ
い
て

　

水
道
と
一
緒
に
下
水
道
を
中
止
ま
た
は
開
始
す
る
と
き
は
、
改
め
て
連
絡
を
い
た
だ

く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
メ
ー
タ
ー
の
閉
栓
・
開
栓
作
業
に
つ
い
て

　

使
用
の
中
止
・
開
始
に
伴
う
メ
ー
タ
ー
の
閉
栓
・
開
栓
作
業
は
、
小
千
谷
管
工
事
協

同
組
合
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ガ
ス
水
道
局
業
務
課
お
客
さ
ま
係
☎
82
・
4
1
1
5

引
っ
越
し
の
連
絡
は
お
早
め
に

「
声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

虹
の
会
」
の

み
な
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
ど
の
よ
う
な
会
で
す
か

　

昭
和
55
年
か
ら
毎
月
2
回
、
市
報

お
ぢ
や
の
音
声
訳
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
行
っ
て
い
ま
す
。

―
―
活
動
の
様
子
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

市
報
お
ぢ
や
が
発
行
さ
れ
る
と
、

会
員
2
人
で
分
担
し
て
記
事
の
読
み

上
げ
を
行
い
、
自
宅
や
サ
ン
ラ
ッ
ク

お
ぢ
や
の
録
音
室
で
テ
ー
プ
に
吹
き

込
み
ま
す
。
そ
れ
を
1
本
の
テ
ー
プ

に
ま
と
め
、
市
内
の
視
覚
障
が
い
の

あ
る
方
の
ご
自
宅
へ
郵
送
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
は
技
術
向
上
の
た

め
、
市
外
の
音
声
訳
を
行
っ
て
い
る

団
体
と
の
研
修
も
行
い
ま
し
た
。

―
―
や
っ
て
み
て
よ
か
っ
た
こ
と
は

何
で
す
か

　

自
分
の
で
き
る
こ
と
で
、
少
し
で

も
誰
か
の
役
に
立
て
れ
ば
、
と
い
う

気
持
ち
で
続
け
て
き
ま
し
た
。
年
に

2
回
、
聞
き
手
の
方
と
の
交
流
会
も

行
っ
て
い
て
、
そ
う
い
っ
た
関
わ
り

も
楽
し
い
で
す
。
ま
た
、
声
を
出
し

て
読
む
と
気
持
ち
が
良
く
、
若
返
る

よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

―
―
市
報
を
読
ん
で
い
る
方
へ

　

聞
い
て
く
れ
る
方
、
読
ん
で
く
れ

る
方
が
増
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。
ご

希
望
の
方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
訪
問
後
の
ひ
と
言

　

小
千
谷
市
の
広
報
を
支
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
み
な
さ
ん
で
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！　

おじゃましま
す

Io o// /L
L

LI I II
III I I I II I

.. BI EL

毎月10日号で、市内で活動しているさまざまな団体・
サークルなどをご紹介します。

声のボランティア　虹の会

会員数：12人　
問い合わせ：石坂美智子☎82-9151

△専用のカセットデッキで録
　音を行います。
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ペットボトルはラベルを外して出してください！

　

成
平

年
4

（
げ
上
き
引
税
費
消
の
月

5

8
↓
％

た
る
す
和
緩
を
響
影
う
伴
に
）
％

付
給
に
的
時
臨
に
方
い
な
少
の
得
所
、
め

消
、
は
金
付
給
の
こ
。
す
ま
し
給
支
を
金

げ
上
き
引
税
費

が
2

こ
た
れ
さ
期
延
半
年

と
環
一
の
策
対
済
経
の
国
、
え
ま
踏
を
と

成
平
、
て
し

年
4

成
平
ら
か
月

年
9

の
で
ま
月

2

す
給
支
て
し
括
一
を
分
半
年。

す
で
の
も
る

　

に
）
帯
世
（
方
る
す
当
該
に
象
対
給
支

期
、
で
の
た
し
ま
し
送
発
を
ど
な
書
請
申

。
い
さ
だ
く
て
し
出
提
に
で
ま
限■

／
象
対
給
支

方
る
す
当
該
に
て
全
の
次

成
平
①

年
1
月
1

お
に
）
日
準
基
（
日

　

て
れ
さ
録
登
民
住
に
市
谷
千
小
、
て
い

　

方
る
い

成
平
②

て
れ
さ
税
課
が
税
民
住
の
度
年

　

方
い
な
い

護
保
活
生
や
族
親
養
扶
の
②
、
し
だ
た
※

　

。
す
ま
き
除
は
ど
な
者
給
受
の

■

／
額
給
支

1
万
5

人
一
者
象
対
（
円
千

）
き
つ
に■

／
法
方
出
提
の
書
請
申

申
た
れ
さ
送
郵

確
、
し
印
押
・
入
記
を
項
事
要
必
に
書
請

筒
封
用
信
返
の
封
同
、
て
え
添
を
類
書
認

、
は
類
書
認
確
。
い
さ
だ
く
て
し
送
郵
て
に

。
い
さ
だ
く
覧
ご
を
例
載
記
の
封
同■

／
切
締
請
申

6
月
6

限
期
請
申
※
㈫
日

。
ん
せ
ま
れ
さ
給
支
は
金
付
給
と
る
ぎ
過
を

　これまで、ペットボトルのごみの出し方で、ラベ
ルは取らなくてもよいこととしていましたが、4月
からは、プラスチック製のラベルを外し、キャップ
と同じく「プラスチック製容器包装」に出してくだ
さい。（市報おぢや本号と一緒に配布したチラシ「ご
みの出し方の注意事項」もあわせてご覧ください）
みなさんのご協力をお願いします。

　これまでリサイクルを行う工場では、風の力を
利用してラベルを分離してきましたが、近年はペ
ットボトルの軽量化が進み、分離することが難し
くなっています。
　そのため、みなさんにラベルを外していただく
ようお願いすることになりました。
■問い合わせ／市民生活課環境衛生係☎83-3509

なぜペットボトルのラベル
　を外す必要があるの？

リサイクルしやすくする
ためです。ペットボトル
は大切な資源なんです！

外して！

キャップとラベルは
「プラスチック製容器包装」へ

ボトル本体は洗って
「ペットボトル」へ

金
付
給
祉
福
時
臨

せ
ら
知
お
の
）
分
策
対
済
経
（

■

／
日
定
予
給
支

よ
に
日
出
提
の
書
請
申

る
れ
さ
送
郵
に
前
給
支
。
す
ま
り
な
異
り

日
定
予
込
振
の
載
記
に
書
知
通
定
決
給
支

。
い
さ
だ
く
て
し
認
確
を■

他
の
そ

亡
に
間
の
で
ま
定
決
給
支
ら
か
日
準
基
▽

　

外
ら
か
象
対
給
支
、
は
方
た
れ
ら
な
く

　

。
す
ま
れ

税
課
、
合
場
の
者
住
在
外
市
が
主
養
扶
▽

　

非
の
主
養
扶
、
め
た
る
す
認
確
を
況
状

　

す
い
願
お
を
出
提
の
ど
な
書
明
証
税
課

　

。
す
ま
り
あ
が
と
こ
る

■

／
せ
わ
合
い
問

福
い
が
障
課
祉
福
会
社

係
祉

☎

7
1
5
3
・

　

欺
詐
め
込
振

に

　

  　

意
注
ご

！
い
さ
だ
く

　

。
す
ま
い
て
し
生
発

　

ど
な
ニ
ビ
ン
コ
・
行
銀
（
M
T
A

手
や
作
操
の
）
機
払
支
動
自
金
現
の

と
こ
る
す
い
願
お
を
み
込
振
の
料
数

。
ん
せ
ま
り
あ
に
対
絶
は
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4月からは
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3月は自殺対策強化月間3月は自殺対策強化月間

誰かに相談することを

ためらわないで

　自殺は身近に起こる問題です。平成27年の新潟県内自殺は身近に起こる問題です。平成27年の新潟県内
の自殺者は504人、市内の自殺者は8人でした。の自殺者は504人、市内の自殺者は8人でした。
　自殺の背景にはさまざまな要因があると考えられて　自殺の背景にはさまざまな要因があると考えられて
います。死にたいくらいつらい状況を相談できず周囲います。死にたいくらいつらい状況を相談できず周囲
から孤立することで、自殺へと追い込まれてしまいますから孤立することで、自殺へと追い込まれてしまいます。。
　自殺を他人事と考えず、一人ひとりが関心を持つこ　自殺を他人事と考えず、一人ひとりが関心を持つこ
とが大切です。とが大切です。

小千谷市の自殺の状況（過去5年のデータ）
〇年間10人前後が亡くなっている
〇男性が女性の2倍多い
〇年代別では40歳代が多い
〇人口10万人あたりの自殺者数は22人で、全国
　平均より3.5人多い
〇自殺の理由は、健康問題、経済・生活問題など

　大切な人のちょっとした変化に気づいて声をかけ
ることが、孤立を防ぎ自殺を思いとどまらせること
につながります。
　次のようなサインに気づいたら、相談機関に相談
する、かかりつけ医や精神科の医療機関を一緒に受
診する、一人にさせないなどの対応をとりましょう。

周りの人ができること

こころのサイン
（厚生労働省「職場における自殺の予防と対応」より）

①うつ病の症状に気をつける
　（気分が沈む、自分を責める、仕事の能
　率が落ちる、決断できない、不眠が続く）

②原因不明の身体の不調が長引く
③酒量が増す
④安全や健康が保てない
⑤仕事の負担が急に増える、大きな失敗
　をする、職を失う
⑥職場や家庭でサポートが得られない
⑦本人にとって価値あるものを失う
　（職、地位、家族、財産）

⑧重症の身体の病気にかかる
⑨自殺を口にする
⑩自殺未遂におよぶ

　悩みを相談してすぐに解決につながるとは限りま
せんが、他の人に話をすることで問題が整理でき、
解決の糸口がみつかることもあります。
　一人で苦しまず、ぜひ話を聞かせてください。

一人で抱え込まず、相談を

新潟県こころの相談ダイヤル新潟県こころの相談ダイヤル

0
ナ ビ ダ イ ヤ ル

570-7
な や み

83-0
なしにいがた

25
（毎日、24時間開設）

　身近に話を聞いてくれる人がいないとい
う方、こころの相談ダイヤルにお電話くだ
さい。秘密は堅く守られます。

自殺予防専門の相談支援機関自殺予防専門の相談支援機関

中越地域いのちとこころの中越地域いのちとこころの
支援センター支援センター
　悩んでいて話を聞いてもらいたいという
方や、家族の自殺のサインに気づいて心配
な方、専門の相談員が電話や面接による相
談に応じます。※面接相談は要予約。
■電話相談・面接予約／中越地域いのちと
　こころの支援センター☎88-0070（祝日
　を除く月～金曜日午前8時30分～午後5時
　15分）

ンン
のののののの予防予防予防予防予防防と対と対と対と対と対対対対対対対対対対対対対対応」応」応応応応応」応応」」応」」応」応」応応」応応」応応」応 よよよよりよりよりよりよりよりよりよりよりよりよりよりよよよりりよりよりよよりりより）））））

～自殺予防の
           十箇条～

■その他の相談窓口／いずれも祝日を除く月～金曜日　午前8時30分～午後5時15分
　▷健康センター☎83-3640
　▷長岡地域振興局健康福祉環境部（長岡保健所）☎33-4931
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お知らせ

　　　　■問い合わせ
　　　　　健康センター保健係
　　　　　?83-3640

▷会場は健康センターです。発熱や発疹など、ふだんと違う症状のある
　お子さんは、翌月の健診日にお越しください。
▷乳幼児健診の実施日には、先着順に番号札を配布します。
▷番号札配布開始時間／午前に開催の場合：午前8時30分～、午後に開
　催の場合：正午～

健診名 対象 期日 受付時間 持ち物 その他

4か月児
健康診査

平成28年
11月生まれ 4月5日㈬

13:00～
13:10

母子健康手帳、バスタオル、
替え用のオムツ 離乳食講習会を同時に行います。

10か月児
健康診査

平成28年
5月生まれ 4月6日㈭ 13:00～

13:10
母子健康手帳、替え用のオ
ムツ

離乳食後期の講習会を同時に行
います。

1歳6か月児
健康診査

平成27年
9月生まれ 4月20日㈭ 13:00～

13:20 母子健康手帳
歯科検診を行います。歯を磨い
てからお越しください。

2歳児
歯科検診

平成27年
3月生まれ 4月19日㈬   9:00～

  9:10
母子健康手帳、お子さんの
仕上げみがき用歯ブラシ

幼児食講習会と歯科衛生士によ
るブラッシング指導を行います。
歯を磨いてからお越しください。

3歳児
健康診査

平成26年
3月生まれ 4月18日㈫ 13:00～

13:20

母子健康手帳、目と耳のア
ンケート、生活習慣アンケ
ート、採尿した容器

歯科検診を行います。歯を磨い
てからお越しください。

4 4 月月乳幼児の健康診査日程乳幼児の健康診査日程

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」
お
手
紙
募
集

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
‐
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
放
送
予
定
の
「
に
っ
ぽ
ん
縦

断
こ
こ
ろ
旅
（
２
０
１
７
春
の
旅
）」
で
、
俳
優
の
火
野
正
平
さ

ん
が
新
潟
県
を
訪
れ
ま
す
。

　

旅
の
ル
ー
ト
は
み
な
さ
ん
か
ら
の
お
手
紙
で
決
定
す
る
た
め
、

市
内
の
「
忘
れ
ら
れ
な
い
場
所
、
風
景
」
に
ま
つ
わ
る
手
紙
を

募
集
し
ま
す
。

■
新
潟
県
の
放
送
予
定
／
6
月
12
日
㈪
〜
16
日
㈮

■
応
募
内
容
／
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
性
別
、
年
齢
、
思
い
出
の
場

所
、
風
景
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

■
応
募
方
法
／
次
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
応
募
で
き
ま
す
。

▽
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Shttp://www.nhk.or.jp/kokorotabi/

▽
フ
ァ
ク
ス
N
0
3
・
3
4
6
5
・
1
3
2
7

▽
郵
送
〶
1
5
0
‐
8
0
0
1
N
H
K
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

■
応
募
締
切
／
5
月
8
日
㈪
必
着

■
問
い
合
わ
せ
／
N
H
K
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
0
5
7
0
・

0
6
6
・
0
6
6
ま
た
は
☎
0
5
0
・
3
7
8
6
・
5
0
0
0

新
潟
県
警
察
官
募
集

　

平
成
30
年
4
月
1
日
採
用
予
定
の
警
察
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
第
一
次
試
験
日
・
会
場
／
い
ず
れ
も
5
月
14
日
㈰

▽
男
性
・
女
性
警
察
官
A
：
新
潟
国
際
情
報
大
学

▽
男
性
・
女
性
警
察
官
A
（
武
道
）：
新
潟
県
警
察
学
校

■
受
験
資
格
／
昭
和
62
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
4
年

制
大
学
を
卒
業
し
た
方
（
平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
方
を
含
み
ま
す
）

■
申
込
締
切
／
4
月
13
日
㈭
午
後
5
時
15
分

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
▽
小
千
谷

警
察
署
☎
83
・
0
1
1
0
▽
最
寄
り

の
交
番
・
駐
在
所

公
益
財
団
法
人
小
千
谷
総
合
病
院
が

1
2
5
周
年
記
念
紙
を
作
成

　

新
病
院
開
院
に
伴
い
、
明
治
24
年
に
創
立
さ
れ
た
現

小
千
谷
総
合
病
院
が
閉
院
す
る
こ
と
か
ら
、
創
立
1
2

5
周
年
記
念
誌
「
恵
み
の
里
に
心
を
紡
ぐ
」
が
作
成
さ

れ
ま
し
た
。
病
院
の
歴
史
の
ほ
か
、
新
旧
職
員
の
思
い

出
や
体
験
記
が
写
真
と
と
も
に
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
閲
覧
場
所
／
図
書
館

「
お
ぢ
や
フ
ァ
ン
フ
ァ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

■
放
送
局
／
F
M
新
潟
（
新
潟
：
77
･
5
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
、
大
和
：

86
･
5
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）

■
放
送
日
時
／
毎
週
金
曜
日
、
正
午
〜
午
後
0
時
55
分
（
サ
ン

プ
ラ
ザ
内
小
千
谷
サ
テ
ラ
イ
ト
か
ら
公
開
生
放
送
）

小
千
谷
市
ラ
ジ
オ
情
報

「
小
千
谷
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
」

■
放
送
局
／
F
M
な
が
お
か
（
80
･
7
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）

■
放
送
日
時
／
毎
週
月
〜
金
曜
日
、
午
前
7
時
35
分
頃
〜
5
分
間
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お知らせ・健診日程

※気象データは、 小千谷市消防本部速報値です。（観測地：元中子）

住
所
異
動
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く

　

住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す
。
忘

れ
ず
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
届
出
人
／
本
人
、
世
帯
主
ま
た
は
同
居
の
親
族

■
届
出
場
所
／
市
民
生
活
課
、
支
所
、
連
絡
所

■
必
要
な
も
の
／
▽
届
出
人
の
印
鑑
▽
届
出
人
の
本

人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）

▽
住
所
変
更
が
必
要
な
書
類
（
国
民
健
康
保
険
証
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
・
介
護
保
険
証
・
通
知
カ

ー
ド
ま
た
は
個
人
番
号
カ
ー
ド
・
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
な
ど
）

※
転
入
届
の
場
合
は
、
前
住
所
地
市
区
町
村
発
行
の

　

転
出
証
明
書
（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
ま
た
は
個

　

人
番
号
カ
ー
ド
の
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
は
該
当

　

の
カ
ー
ド
）、
海
外
か
ら
の
転
入
の
場
合
は
パ
ス

　

ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

■
手
数
料
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
市
民
係
☎
83
・
3
5

0
9

市
役
所
窓
口
業
務
時
間
延
長

　

転
入
・
転
出
な
ど
に
伴
い
、
各
種
届
出
を
す
る

機
会
が
多
く
な
る
3
月
か
ら
4
月
に
か
け
て
、
市

役
所
窓
口
業
務
の
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

■
実
施
期
間
／
3
月
27
日
㈪
〜
4
月
7
日
㈮
（
土

・
日
曜
日
を
除
く
）

■
業
務
を
延
長
す
る
時
間
／
午
後
7
時
ま
で

※
内
容
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
日
に
対
応
で
き
な
い

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
不
明
な
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
へ
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

■
異
動
の
届
出
が
必
要
な
と
き
と
必
要
な
届
出

届
出
が
必
要
な
と
き

必
要
な
届
出

他
市
区
町
村
ま
た
は
海

外
へ
転
出
す
る
と
き

転
出
届

※
転
出
す
る
14
日
前
か
ら
受

　

け
付
け
ま
す
。

他
市
区
町
村
ま
た
は
海

外
か
ら
転
入
し
た
と
き

転
入
届

※
転
入
し
た
日
か
ら
14
日
以

　

内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

※
他
市
区
町
村
か
ら
の
転
入

　

の
場
合
は
、
必
ず
前
住
所

　

地
で
転
出
手
続
き
を
済
ま

　

せ
て
か
ら
届
け
出
て
く
だ

　

さ
い
。

市
内
で
住
所
が
変
わ
っ

た
と
き

転
居
届

※
転
居
し
た
日
か
ら
14
日
以

　

内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
業
務
を
延
長
す
る
課
と
主
な
業
務
内
容

窓
口
業
務
を
延
長

す
る
課

主
な
業
務
内
容

市
民
生
活
課

☎
83
・
3
5
0
9

戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
、

旅
券
に
関
す
る
こ
と

保
健
福
祉
課

☎
83
・
4
0
6
0

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
、
国
民
年
金
に

関
す
る
こ
と

税
務
課

☎
83
・
3
5
0
8

納
税
・
所
得
の
証
明
に
関
す

る
こ
と

住
民
票
な
ど
は
土
・
日
曜
日
、
祝
日

も
発
行
し
て
い
ま
す

　

住
民
票
交
付
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
内
）
で
は
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
（
月
曜
日
は
除
く
）
も
住
民

票
な
ど
の
発
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
窓
口
業
務
時
間
／
図
書
館
開
館
日
の
午
前
10
時

〜
午
後
6
時

■
発
行
で
き
る
証
明
書

▽
住
民
票

　

※
ご
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
方
の
も
の
。

▽
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書
（
戸
籍
謄
本
）・
戸
籍

　

個
人
事
項
証
明
書
（
戸
籍
抄
本
）

　

※
い
ず
れ
も
ご
本
人
ま
た
は
同
一
戸
籍
の
方
の

　
　

も
の
。

▽
印
鑑
登
録
証
明
書

　

※
印
鑑
登
録
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

■
そ
の
他
／
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
の
ご
本
人
確
認

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
運
転
免
許
証
や

健
康
保
険
証
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
▽
市
民
生
活
課
市
民
係
☎
83
・

3
5
0
9
▽
図
書
館
☎
82
・
2
7
2
4

「平成28年度文芸おぢ
やジュニア版」発刊
　市内の中学生から寄せら
れた短歌、俳句、川柳の力
作1,355点が掲載されてい
ます。田舎の風景、家族と
のだんらん、人生の悲喜こ
もごも、社会批評など、若
い感性にあふれた作品集と
なっています。
　市民会館にて無料配布し
ていますので、ご希望の方
は直接お越しください。郵
送を希望される方は下記ま
でお問い合わせください。
■問い合わせ／生涯学習ス
　ポーツ課公民館係（市民
　会館内）☎82-9111

■まちのうごき（2月28日）

人口と世帯数
（　）内は前月比

気象データ　※ 消防本部出動状況 交通事故発生状況

29年2月 過去10年
の平均

29年
1～2月

28年
1～2月

29年
1～2月

28年
1～2月

男 18,115人（－20）出生 14人 平均気温 1.3℃ 0.8℃
火災 1件 1件

件数 8件 11件

女 18,479人（－28）死亡 35人 最高気温 12.3℃ 12.2℃ 死者 0人 1人

合計 36,594人（－48）転入 36人 最低気温 -4.1℃ -6.4℃
救急 270件 252件

傷者 11人 11人

世帯数 12,713世帯（  －7）転出 63人 降水量月計 238.5㎜ 172.7㎜
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編
集
室
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ちぢみの里の利用券が当たる 解答をはがきでお送りください。
正解者の中から、抽選で3人に
ちぢみの里利用券を贈呈します。
市報おぢやの感想もあると担当は
うれしいのですが…

●
新
病
院
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4
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に
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予
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み
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●
3
月
に
な
り
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空
気
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色
に
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訪
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感
じ
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今
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河
岸
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丘
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載
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ま
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だ
く
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取
材
に
出
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け
る
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が
今
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ら
楽
し
み
で
す
。　

み

小千谷高等学校吹
奏楽部定期演奏会
　みなさんのご来場を部員
一同、心よりお待ちしてい
ます。
■日時／3月19日㈰午後1時
　30分～3時（開場：午後
　1時）
■会場／市民会館大ホール
■入場無料・申込不要
■曲目／▷第1部：チャイ
　コフスキー「くるみ割り
　人形」組曲よりほか▷第
　2部：「君をのせて」「Zip-
　A-Dee-Doo-Dah」ほか
■問い合わせ／小千谷高等
　学校（担当：山井）☎83
　-2262 

＜問い合わせ＞健康センター保健係☎83-3640

作ってみてね！この料理

＜調理＞小千谷市食生活改善推進委員

鶏肉のごま揚げ
　先月号から引き続き、食生活改善推進委員監修ヘル
シーおぢゃれ弁当の中から、鶏肉のごま揚げを紹介し
ます。

＜作り方＞
①　鶏むね肉はそぎ切りにし、Aの調味料で下味をつける。
②　白いりごま、黒いりごま、パン粉を混ぜる。
③　①の鶏むね肉に小麦粉、溶き卵、②のごまパン粉の
　　順に衣をつけ、170～180℃の油で揚げる。
④　器にレタスを敷き、③を盛り付ける。

＜栄養価＞（1人分）
▷エネルギー 232㌔㌍▷たんぱく質 17.3㌘▷脂質
13.9㌘▷炭水化物 9.8㌘▷食塩相当量 0.7㌘

　淡白な鶏むね肉ですが、満足感のある1品です。
冷めてもごまの風味とサクッとした食感でおいし
く食べられるので、お弁当にもおすすめです。お
好みで大根おろし、レモンを絞って召し上がって
ください。付け合わせの野菜も残さず食べて、不
足しがちな野菜を意識的に摂りましょう。

て、不

＜材料＞（4人分）
鶏むね肉   200㌘
　　しょうゆ   大さじ1強
　　酒   小さじ1
　　からし   少々
小麦粉   大さじ1
卵   1/2個
白いりごま   40㌘
黒いりごま   20㌘
パン粉   8㌘
揚げ油   適量
レタス   適量
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問　題
　4月に開院するJA新潟厚生連小千
谷総合病院に乗り入れる、バス・乗
合タクシーは何路線あるでしょう。
（ヒントは6ページの表を見てね！）
①　  3路線
②　  5路線
③　10路線
■応募先／郵便番号、住所、氏名を
　明記のうえ、次の宛て先までお送
　りください。〶947-8501小千谷
　市役所企画政策課秘書広報係（住
　所は記載不要です）
■締切／3月21日㈫（当日消印有効）
2月号の答えは①でした。
抽選の結果、次の方々が当選しました。
　岡元勝子さん　小宮松男さん
　長井幸久さん


